
今年は、まず学校経営方針、休校中の様子やその対応
等について話をしました。１年生の登下校については、
皆さんが心配されていたことでした。また昨年度の運営
協議会でも「『あいさつ』にみんなで取り組みたい」旨、
確認したところでしたが、「３ヶ月の休校を経て、あいさ
つがあまりできなくなっている」との話も出ました。今

年度も、児童運営委員会の代表の子どもが参加し、「運営委員会でも、月曜
・金曜の朝に、正門と南門であいさつ運動に取り組んでいるけれど、なかな
か元気なあいさつが返ってこないこと」等を伝えました。運営協議会委員さ
んから「登校班長や上級生があいさつする班は、班全体があいさつするもん
なぁ」という話もあり、「今年度も『あいさつ、安心・安全』
を合い言葉に、先生たちも子どもたちも保護者も地域も一緒
に取り組んでいきましょう」と、話が進みました。しっかり
目標を共有し、安心・安全で、あいさつが飛び交う西小校区
にしたいものですね。
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い
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か
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・
・
？

６
６年生には、７月１７日に修学旅行についての詳細なお知らせを配付しました。
５年生にも夏休み前にはお知らせを持たせます。西小の５年生は、毎年、菊池少
年自然の家を利用しています。３週間ほど前、自然の家から、「西小は児童数が多
いので、三密を防ぐため５年生を２つのグループに分けることで、宿泊教室を受
け入れたい」との連絡が来ました。コロナ対策や引率のしかた、学年一斉にでき
ないこと等課題も多く、総合的に考え、今年度は、宿泊教室でなく、日帰りで自
然体験教室として実施することにしました。５年生の皆さん、ごめんなさい。
いつもだったら、心配せずにできた行事、今年度はそういうわけにはいきませ

ん。コロナ対策には万全を期しますが、受け入れ側が大丈夫でも、学校内で陽性
者（他学年児童や保護者を含む）が出たときは、実施ができない場
合もあります。みんなで、感染予防を継続しなければなりませんね。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。（修学旅行のお知らせと自然体験教室のお知らせは
HP にもアップしていきます。）

文部科学省作成パンフレット
「これからの学校と地域 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動」より

菊陽町では、町内全小中学校に、学校運営協議会を設置（コミュニティ・スクール）し「地
域とともにある学校づくり」を目指しています。各学校で、「地域でどのような子どもを育
てるのか」という目標を共有することが必要です。また、地域学校協働活動といって、地域
の方々に様々な学校支援（西小では、カライモ植えやひょうたん栽培、プロフェッショナル
の話を聞く等）をしていただく仕組みもあり、学校と地域をつなぐコーディネーター（武蔵
ヶ丘中校区は山下さん）にお世話になっています。子どものために、周りの大人がどう連携
するかが大切だということですね。これをわかりやすく表したのが下の図です。




